
安楽死処分方法の国際比較（げっ歯類） 

 
 

方法        米国獣医師会      欧州作業部会      処分指針解説 

（2000）        （1996-97）       （1995） 
 

頭蓋打撲         Ｃ          Ｃ（４）         Ａ 

頚椎脱臼         Ｃ          Ｃ（４）         Ａ 

断 首          Ｃ          Ｃ（２）         Ａ 

マイクロ液（専用）    Ａ          Ｃ（３） 
 

バルビタール       Ａ          Ａ（５）         Ａ 

炭酸ガス         Ａ          Ｃ（４）         Ａ 

ハロセン         Ａ          Ａ（５）         － 

エーテル＊     Ｎ（前処置に使用）     Ｎ（１）        Ｎ（Ｃ） 

クロロフォルム      Ｎ          Ｎ（１）        Ｎ（Ｃ） 
 

 

 Ａ：容認（欧州ではランク５）   Ｃ：条件が満たされれば容認（欧州ではランク４～２） 

Ｎ：非容認（欧州ではランク１）  －：記述なし 

＊：エーテルは、米国では単独使用は不可。日本では人体に影響を与えるという理由から好ましくないとされている。 
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